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は じめに
今回、国際交流基金事業 プログラムの一環 と して、中国、西安 の陳西師範大学の
学長で ある王 国俊教授を短期招請の客員教授 と してお迎 え した。
明治大学 は、陳西師範大学 との国際交流 を目的に9-10年前 にお互い にコンタク
トを持 った ことがあ り、明治大学か らは当時の山本進一学 長が陳西師範大学 を訪れ
当時の王 国俊学長 とお会 い してい る し、その返礼 として、王 国俊学長が明治大
学 を訪問 して山本進一学長 とお会 い している。不幸 に して明治大学 と陳西師範大学
とは正式 な国際交流 は開始 されなか ったが、その当時か ら現在 まで王 国俊教授は
学長を続 けられてお り、その間、長 い間明治大学 を研究のために訪れ ることを望 ま
れていた。今回それが実現 したことになる。
王 国俊学長の学者 と しての専 門は、数学、特 に トポロジー^(位相数学)で ある
が 、最近 は、 フ ァジ ィ トポ ロジーの世界 的権 威 と してその名を轟 か してい る。 ま
た、中国におけるファジィ学会 の重鎮 として活躍 されてお り、今回の招請 は、 ファ
ジィ数学 の専門の分野の研究者 のみな らず、 ファジィ理論 や多値論理 の研究者に と
って も、最近の中国におけるフ ァジィ理論の研究 の現状 を知 る上か らも大変意義 の
あるものであった。
本 学 で の活 動
滞 在 期 間 は 、1995年1月7日 よ り、1995年1月30日の24日間 で あ った。 その 間 、
本 学 に おい て は次 ぎの3回 の講 演 が 行 わ れ た。
1.講 演題 目:IntroductiontoFuzzyReasoning
(ファジ ィ推 論 の基 礎)
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日時:1995年1月19日(木)1:00～2:30
場 所:生 田校 舎6号 館5階6517室
2.講i演題 目: 、SurveyofFuzzyResearchSituationinChina
(中国 にお ける フ ァジ ィ理 論研 究 の現 状)
日時:1995年1、 月20日(金)11:30～12:00
場 所:神 田校舎 大 学会 館6階 交友 セ ンタ ー会 議 室




(反鎖 とそ の正 則3値 論 理 関数 の数 え上 げ へ の応 用)
日時:1995年1月21日(土)10:00～12:00
場 所:生 田校 舎6号 館5階6517室
以上の3回 の講演は各 々興味 のあるものであった。最初の講演は初心者 向きに極
めて分 か りやす く明快 にフ ァジィ推論 について解説 され、出席 していた多 くの研究
者 と学生 とを感激 させた。二つ 目の講演 では、最近 の中国にお けるフ ァジィ理論 の
研究 の現状を報告 した もので、内容が分か りやす く一般的 であ ったことと、 『電子
情報通信学会 の多値論理 とその応用研 究会 』で の発表 も兼ね ていたために、参加 し
ていた多 くの研究者か らの幅広 い質問がなされた。最後の3番 目の講演 は、 フ ァジ
ィ論理 関数 に関す る専門的な講演で、他大学か らも専門家が集 ま り熱心な討論 が展
開 された。特 に、王 国俊教授は、最近 、多値論理 の研 究に も興味 を示 され、今 回
の最後 の講演では、本 学の向股によ り定義 された正則3値 論理 関数の基本 的性質 を
明 らかに し、 向股 により提 出された未解決の問題で あるn変 数 の場 合の正則3値 論
関数 の添え上 げ問題について、極 めて見通 しの良い形 の定式化 を して見せて いる。
この結 果は今 回の招請期間中の両者の共 同研究の成果 で もあ り、その内容 を近 い将
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来、国際 ジャーナルに投稿予定 であ る。学問的には、 この3番 目の講 演内容が最 も
レベル の高 いものであるので、その要約を次 ぎに簡単 に紹介す る。
共同研究成果の概要
曖昧 さを取 り扱 うことを 目的 にM.Mukaidonoは、正則3値 論理 関数 の概念 を提 出
し、それが スイ ッチング理論、 プログラ ミング言語 、アル ゴ リズム論 などで有効で
あ ることを示 している。 それ以後、 これに関 する多 くの研究論文 が発表 にされてい
る。 しか し、正則3値 論理関数 や、 その特殊 な一族 である単調 な正則3値 論理関数
の数え上 げの過程は非常 に複雑 であ る。本研究では、上記 の数 え上 げ問題 と或 る半
順序集合 の反鎖の解析 の間 に幾 つかの関係を確立 することで、 この問題 を解 くため
の新 しい方法 を提案 した。 これによ り、 この問題 の本 質的な難 しさが解決 された訳
ではないが、正則3値 論理 関数 の数 え上 げ問題 が、或 る半順序集 合における半鐘 の
数を数え上 げるとい う見通 しの良 い形 に定式化 出来 た ことにな るので、 この ことは
意義深 い結論 であるということが 出来 る。
あとが き
今回の王 国俊教授 の招請に よ り、長 い間の希望が叶え られたと共 に、短 い期間
であったがお互 いの討議 により、共 同研究の成果 が得 られた ことは大変有難 い こと
であった。王 国俊教授 の本 学への来校 に関 していろいろ とご協力 いただいた、そ
して大変 お世話 にな った国際交流 セ ンターのスタ ッフのかたがた に心か ら感謝申 し
上 げる次第で ある。最後 に、明治大学 と陳西 師範大学 との国際交流が盛 んになるこ
とを祈 る。
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